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主なUNCD電極の使用用途

オンサイト(OSG)での酸化剤の生成

・次亜塩素酸塩

・過硫酸塩（ペルオキソニ硫酸塩）

・次亜臭素酸塩

・混合酸化剤（MOX）

 電気化学高度酸化/浄化プロセス

 最も反応性の高いヒドロキシルラジカル
による効率のよい有機汚水の浄化



UNCD電極の仕様
・ボロンドープされたダイヤモンド薄膜を

ニオブもしくはタンタルの基板に製膜しております。

・お客様の仕様に応じた形状の物が作製できます。

・サイズ

・minimum 1mm X 1mm

・maximum 15cm X 18cm

・基板の穴のサイズは

最少直径１mmより開けれます。

・基板の厚みは２mm±0.3mm

・導電性 0.1ohm-cm以下



UNCD電極の特徴

 化学的及び電気化学的に不活性であること。

 寸法安定性

 もっとも広いWorking Potential Window。
－1V ～2.7V

 高いファウリング耐性とスケーリング耐性

広い電流密度の範囲で逆極性ができる
1mA/cm2～1000mA/cm2

オンサイト酸化剤生成（OSG)にて、

加熱・冷却・硬水軟化剤・起動条件

を必要としません。



広いWorking Potential Window



・UNCD 電極
・試行時間 ６３時間
・試行電流密度 2000mA/cm2

・ 剥離10%以下、機能上問題なし。

・他社製ダイヤモンド電極
・試行時間 16時間
・試行電流密度 2000mA/cm2

・剥離75%以上、金属露出不具合。

過負荷試験



寿命を損なわない容易なスケーリング除去



UNCD電極の寿命の比較
（電流密度2000mA/cm2の場合）



UNCD電極の寿命の比較
（電流密度150mA/cm2の場合）



On-Site Generation(OSG)/電流密度による
塩素生成効率データ



On-Site Generation(OSG)/小電極面積による
塩素生成データ（低運転・投資コスト）



３５％以上速やかな除菌効率比較データ



効率的なトリクロロエチレンの破壊（過負荷時）



Diamonox Cell



Diamonox Cell

Diamonox Cellは、オンサイトにて酸化剤を作るのを目的とした

Cell です。主なアプリケーションとして、クーリングタワーや

商業用プール、石油および天然ガス採掘に使われる水の浄化等が

あります。

Diamonox Cellのラインナップは通常製品で4種類ございます。

Model 200, Model400, Model600, Model 800の4種類あり

生成物の量及びCellの大きさにより型式分けされております。



製品性能比較表



Diamonox Cell 寸法表

Model Width Height Depth

Model 200 約203mm(8inch) 約305mm(12inch) 約79mm(3.125inch)

Model 400 約222mm(8.75inch) 約305mm(12inch) 約92mm(3.625inch)

Model 600 約222mm(8.75inch 約305mm(12inch) 約105mm(4.125inch)

Model 800 約222mm(8.75inch 約305mm(12inch) 約117mm(4.625inch)



Diamonox Cell 

Diamonox は主に、ステンレスエンドプレート
とPVDFのフレームベースとフッ化シリコン
のガスケットにて構成されており、電極には
UNCD(導電性多結晶ダイヤモンド)電極と
タングステン電極を使用しております。

また、Diamonoxは逆極性によるセルフクリーニ
ング機能も 搭載しており24時間から72時間
の使用で約1分～5分程度逆極性にてお使いに
なることでセルフクリーニングを行うことが
可能です。これによりメンテナンスの際分解
することなくお使いになれます。



アプリケーション


